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保
団
連
は
、昨
年
5
月
施
行
の
保
険
業

法
改
定
よ
る
特
別
措
置
に
対
応
し
、行
政

庁
の
認
可
を
受
け
て
、来
年
春
に
募
集
再

開
す
る
こ
と
を
目
指
し
、準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
制
度
の
内
容
を
示
す
基
礎
書

類（
現
在
の
休
保
規
程
に
相
当
す
る「
普

通
保
険
約
款
」、制
度
の
運
営
方
法
を
示

す
「
事
業
方
法
書
」、
掛
金
の
算
出
根
拠

を
示
す
「
算
出
方
法
書
」）
の
、
金
融
庁

専
門
官
に
よ
る
審
査
が
ほ
ぼ
終
了
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
掛
金
額
、
な
ら
び
に
傷
病
に

関
す
る
給
付
の
取
り
扱
い
を
変
更
せ
ず

（
脱
退
給
付
に
関
し
て
は
2
点
の
見
直

し
あ
り
＝
本
紙
2
月
5
日
、4
月
5
日
、

5
月
　
日
各
号
で
も
既
報
）
認
め
ら
れ

25

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
休
保
を
運
営

す
る
法
人
を
設
立
し
て
認
可
を
受
け
、

募
集
を
再
開
し
、
制
度
を
法
人
に
包
括

移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
組
織
と
し

て
決
定
す
る
臨
時
大
会
を
、
今
秋
に
招

集
す
る
予
定
で
す
。

認
可
を
受
け
る
　
　

　
　
　
制
度
の
概
要

掛
金
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん

　
一
口
あ
た
り
の
掛
金
額
、
掛
金
が
加

齢
に
よ
っ
て
上
が
ら
な
い
仕
組
み
は
変

更
し
ま
せ
ん
。

傷
病
給
付
金
の
額
等

は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
傷
病
に
よ
る
休
業
に
対
し
て
の
給
付

金
（
以
下
、
傷
病
給
付
金
）
の
額
、
給

付
日
数
等
は
、
変
更
し
ま
せ
ん
。

中
途
脱
退
給
付
金
の

削
減
規
定
を
廃
止

　
中
途
脱
退
給
付
金
か
ら
、
過
去
に
受

け
た
傷
病
給
付
金
の
額
の
2
分
の
1
を

削
減
す
る
と
い
う
規
定
を
廃
止
し
ま
す

（
包
括
移
転
以
前
に
発
生
し
た
傷
病
給

付
金
額
の
2
分
の
1
削
減
に
つ
い
て

は
、
移
行
時
に
中
途
脱
退
給
付
金
の
額

の
範
囲
内
で
調
整
し
ま
す
）。

満
期
祝
金
廃
止
と
既

加
入
者
の
移
行
措
置

　
認
可
後
は
「
満
期
祝
金
」
を
廃
止
し

ま
す
。
既
加
入
者
に
は
、
受
給
権
の
発

生
し
て
い
な
い
　
歳
未
満
の
方
を
含

70

め
、
全
員
に
、
包
括
移
転
前
ま
で
の
加

入
期
間
に
応
じ
、
現
在
の
「
満
期
祝
金

給
付
額
表
」
に
準
じ
た
額
を
確
保
し
、

中
途
脱
退
給
付
金
と
あ
わ
せ
て
運
用

し
、
認
可
後
の
脱
退
（
満
期
、
任
意
、

死
亡
、
制
度
脱
退
）
時
に
お
支
払
い
し

ま
す
。

既
加
入
者
の
皆
様
へ

　
中
途
脱
退
給
付
金
の
削
減
規
定
を
廃

止
し
ま
す
が
、
併
せ
て
満
期
祝
金
の
廃
止

に
よ
っ
て
、
掛
金
・
傷
病
の
保
障
は
こ
れ

ま
で
と
変
更
な
く
運
営
で
き
る
見
込
み

で
す
。

　
満
期
祝
金
廃
止
は
、
将
来
の
傷
病
給
付

金
の
責
任
準
備
金
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
傷
病

の
発
生
が
高
ま
る
若
い
加
入
者
に
、
よ

り
安
心
し
て
加
入
継
続
い
た
だ
け
る
制

度
と
す
る
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
本
紙
上
で
、
認
可
を
受
け

る
制
度
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
民
主
・
自
民
・
公
明
3
党

は
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
で
合
意
し
、
消
費
税
増

税
法
案
と
給
付
削
減
を
進
め

る
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
」
法
案
の
今
国
会
で
の
成

立
を
狙
っ
て
い
る
。
民
意
に

真
っ
向
か
ら
背
き
、
公
約
を

踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
消
費
税
増
税
は
、
大
企
業

に
は
実
質
的
な
負
担
が
な
い

一
方
で
、
国
民
負
担
増
は
年

間
　
兆
円
を
超
え
る
。
医
療

13
機
関
の
損
税
も
倍
増
し
、
地

域
医
療
の
崩
壊
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
。

　
社
会
保
障
削
減
路
線
の
法

制
化
は
、
患
者
、
国
民
に
新

た
な
負
担
と
犠
牲
を
強
い
る

だ
け
で
な
く
、
T
P
P
参
加

も
念
頭
に
、
社
会
保
障
へ
の

国
と
大
企
業
の
責
任
を
否
定

し
、
市
場
化
・
営
利
産
業
化

を
進
め
、
生
存
権
保
障
と
し

て
の
社
会
保
障
制
度
の
解
体

へ
と
踏
み
出
す
も
の
で
あ

る
。
　
■
　
□

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
1
年
3
カ
月
余
り
経
過
し

た
が
、政
府
に
よ
る
被
災
者
・

被
災
地
へ
の
支
援
は
大
き
く

立
ち
遅
れ
て
い
る
。
福
島
原

発
か
ら
は
い
ま
だ
に
高
レ
ベ

ル
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
、
国
民
の
健
康
被
害
へ
の

不
安
が
続
い
て
い
る
。
事
故

の
原
因
究
明
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
政
府
の
暫
定
安
全

対
策
さ
え
、
具
体
的
な
手
だ

て
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
野
田
首
相
は
、
大
飯

原
発
の
再
稼
働
を
最
終
判
断

し
、「
国
民
の
生
活
を
守
る
」

た
め
だ
と
強
弁
し
た
。
さ
ら

に
、
普
天
間
米
軍
基
地
の
辺

野
古
移
転
や
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
の
方
針
に
も
固
執

し
て
お
り
、
重
大
な
国
民
世

論
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

　
■
　
□

　
こ
う
し
た
「
二
大
政
党
」

政
治
に
よ
る
政
策
は
、
国
民

の
安
心
と
生
活
を
壊
し
、
健

康
格
差
を
広
げ
、
内
需
を
冷

え
込
ま
せ
、
経
済
も
財
政
も

悪
化
さ
せ
る
危
険
な
道
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
閉
塞
感
を
打

開
す
る
た
め
に
も
、
雇
用
を

抜
本
改
善
し
、
社
会
保
障
の

再
生
と
抜
本
的
改
革
に
踏
み

出
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
衆
議
院
の

解
散
・
総
選
挙
を
視
野
に
入

れ
て
、
国
民
の
暮
ら
し
と
健

臨時大会を
今秋に予定

保
団
連
休
業
保
障
制

保
団
連
休
業
保
障
制
度度

来
年
春
の

来
年
春
の
募募
集
再
開
に
む
け

集
再
開
に
む
け
てて

大
打
撃
を
与
え
る
」、「
3
党

合
意
で
組
み
込
ま
れ
た
『
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

案
』
は
、
憲
法
の
理
念
を
否

定
し
、
大
改
悪
を
狙
う
も
の

だ
。
法
案
の
問
題
点
を
広
く

宣
伝
し
、
廃
案
に
追
い
込
も

う
」
と
訴
え
た
。

　
休
業
保
障
制
度
の
認
可
に

向
け
た
対
応
に
つ
い
て
報
告

し
た
森
明
彦
理
事
は
、　
回
44

大
会
で
確
認
し
た
方
針
に
基

づ
い
た
現
時
点
で
の
対
応
状

況
を
報
告
。金
融
庁
の
予
備

審
査
を
終
え
次
第
、今
秋
中

に
も
臨
時
大
会
を
開
催
し
、

承
認
を
得
た
上
で
、来
年
春

に
募
集
を
再
開
す
る
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

　
討
論
で
は
「
一
体
改
革
」、

消
費
税
増
税
、
T
P
P
参
加

　
6
月
　
日
に
開
か
れ
た
第

24

1
回
代
議
員
会
は
冒
頭
、
梅

北
和
一
氏
（
山
梨
）
を
議
長

に
、
中
川
武
夫
（
愛
知
）、
大

水
継
圭
（
福
岡
歯
科
）
の
両

氏
を
副
議
長
に
選
出
し
た
。

　
会
務
報
告
を
行
っ
た
森
壽

生
副
会
長
は
、
1
月
の
第
　44

回
定
期
大
会
後
の
情
勢
と
保

団
連
の
活
動
を
報
告
。
野
田

政
権
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体

改
革
」
に
つ
い
て
、「
消
費
税

増
税
は
国
民
生
活
だ
け
で
な

く
、
日
本
経
済
そ
の
も
の
に

「
一
体
改
革
」阻
止
、休
保
再
開

全
国
一
丸
と
な
っ
て
実
現
を

討論のもよう。文書発言を含め112人が
発言した。

第1回
代議員会

康
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を

目
指
す
出
発
点
と
し
て
、
以

下
の
要
求
の
実
現
に
向
け

て
、
患
者
、
国
民
と
と
も
に

ま
い
進
す
る
こ
と
を
表
明
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
■
　
□

一
、「
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
」
法
案
は
廃
案
と
し
、
国

民
共
通
番
号
制
度
を
導
入
し

な
い
こ
と
。
生
活
保
護
医
療

の
制
限
を
止
め
る
こ
と
。

一
、
消
費
税
増
税
法
案
は
廃

案
と
す
る
こ
と
。
医
療
と
生

活
必
需
品
へ
の
消
費
税
ゼ
ロ

税
率
を
適
用
す
る
こ
と
。

一
、被
災
者
の
生
活
再
建
と

住
民
合
意
を
最
優
先
と
す
る

こ
と
。全
被
災
医
療
機
関
の
再

建
に
公
的
支
援
を
行
い
、一
部

負
担
金
免
除
の
期
間
延
長
と

対
象
拡
大
を
行
う
こ
と
。

一
、
脱
原
発
を
基
本
と
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的

に
転
換
す
る
こ
と
。
大
飯
原

発
の
再
稼
働
は
中
止
す
る
こ

と
。

一
、
混
合
診
療
を
拡
大
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
破
壊
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
止
め
る
こ

と
。

一
、患
者
窓
口
負
担
を
大
幅

に
軽
減
す
る
こ
と
。当
面
、現

役
世
代
2
割
、子
ど
も
と
高

齢
者
は
無
料
と
す
る
こ
と
。

一
、
保
険
医
の
人
権
を
侵
害

し
、
萎
縮
診
療
を
招
き
、
患

者
の
療
養
権
を
奪
う
指
導
・

監
査
方
法
を
抜
本
的
に
是
正

す
る
こ
と
。

一
、
医
療
・
社
会
保
障
給
付

の
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
、
削
り
過

ぎ
た
国
と
大
企
業
の
負
担
を

も
と
に
戻
す
こ
と
。　

　
以
上
、決
議
す
る
。　
　
　

の
募
集
再
開
に
向
け
た
対
応

を
望
む
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

た
。（
各
代
議
員
の
発
言
と
執

行
部
答
弁
の
要
旨
は
本
紙
7

月
　
日
号
に
掲
載
）

25大
飯
原
発
再
稼

働
決
定
に
抗
議

　
代
議
員
会
は
、「
消
費
税
増

税
・
社
会
保
障
削
減
や
T
P

P
参
加
を
許
さ
ず
、
国
民
の

暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
政
治

を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し

た
ほ
か
、
政
府
の
大
飯
原
発

の
再
稼
働
決
定
に
抗
議
し
、

決
定
の
撤
回
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
た
。

　
■
□
　
■
□

　
第
1
回
代
議
員
会
で
採

択
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
以

下
の
通
り
。

な
ど
政
策
・
運
動
課
題
関
連
、

歯
科
医
療
改
善
、
地
域
医
療

対
策
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
対
策
と
原
発
問
題
、

診
療
報
酬
改
善
、
審
査
、
指

導
関
連
、
休
保
再
開
に
向
け

た
対
応
な
ど
の
各
テ
ー
マ
で

1
1
2
人
が
発
言
し
た
。
フ

ロ
ア
か
ら
の
発
言
を
交
え
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
政
策
・
運
動
課
題
で
は
、

一
体
改
革
反
対
、
T
P
P
参

加
反
対
の
集
会
や
、
学
習
会

な
ど
の
各
地
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
、
各
課
題
に
つ
い

て
全
国
一
丸
と
な
っ
た
運
動

を
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
声
が
上
っ
た
。

　
休
保
再
開
に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
は
、
加
入
者
に
現

状
を
知
ら
せ
な
が
ら
、
早
期

①
議
長
・
副
議
長
の
選
出
　

②
会
務
報
告
（
採
択
）

③
2
0
1
1
年
度
決
算
報

告
、
監
査
報
告
（
採
択
）

④
歯
科
医
療
改
革
提
言
の
改

正
案
（
報
告
承
認
）

⑤
休
保
制
度
の
認
可
に
向
け

た
対
応
（
採
択
）

⑥
役
員
選
出
に
か
か
わ
る
細

則
の
一
部
改
正
第
1
次
案

（
報
告
承
認
）

⑦
「
消
費
税
増
税
・
社
会
保

障
削
減
や
T
P
P
参
加
を
許

さ
ず
、
国
民
の
暮
ら
し
と
健

康
を
守
る
政
治
を
求
め
る
決

議
」（
下
段
に
全
文
）
／
「
国

民
の
い
の
ち
と
安
全
を
脅
か

す
大
飯
原
発
の
再
稼
働
決
定

に
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
る

決
議
」（
5
面
に
全
文
）（
い

ず
れ
も
採
択
）

消費税増税・社会保障削減、
ＴＰＰ参加を許さず、

国民の暮らしと健康を守る政治を求める
　　　　　　　　　　　　　　　第1回代議員会決議




